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イノベーションリーダー「新たな責任の時代」
In a new era of responsibility : Innovation leader

内田 史彦
Fumihiko Uchida

筑波大学教授、国際産学連携本部審議役
Professor, Deputy Director for International Innovation Interface Organization

University of Tsukuba

日 時： 2014年12月4日（木） 14：50-16：30
会 場： 東京大学工学部2号館2階223号講義室
授業科目： 工学リテラシーⅡ(科目番号3799-150)

概要：

地球環境問題や情報セキュリティの確保、グローバル化な
ど新しい時代のパラダイムに対応できる技術者であるために
は、作ったものに責任を持つことが、何よりも優先されるミッ
ションとなってきている。イノベーションは、製品やサービスの
形となって市場・経済社会に受け入れられてはじめて実現す
るものである。企業はグローバルな新市場に打って出て、現
地で開発、設計、生産、販売、保守のバリューチェーンを構築
し、顧客の課題を解決するイノベーション成長モデルを目指し
ている。

このイノベーションプロセスを成功させるには、Marketから
Businessを発想し、必要なTechnologyに遡るM2B2T型が重要
だ。蓄積したシーズからBusinessの引き取り手を探すT2B2M
型は、イノベーション成功確率は低い。将来を拓く、M2B2T型
のリーダ、技術者には高い倫理性が求められることを講義す
る。

主催： 東京大学大学院工学系研究科「機械システム・イノベーション」プログラム
東京大学 実践型リーダー養成事業「イノベーションリーダー養成演習」（PCIL）
東京大学 社会構想マネジメントを先導するグローバルリーダー養成プログラム（GSDM)

本件連絡先： 東京大学大学院工学系研究科機械工学専攻 教授 横野 泰之
GMSIプログラム事務局 E-mail: gmsi-office@pcil.t.u-tokyo.ac.jp Phone:  03-5841-0696


